
公
益
財
団
法
人 

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク 

広
報
紙

日
管
き
ん
き

日
管
き
ん
きリ

ン
グ
内
側
に
各
国

　
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ

ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
１
５
８
の

国
・
地
域
が
参
加
。
初
日
は
各
国

パ
ビ
リ
オ
ン
で
開
館
式
が
行
わ
れ

会
場
の
雰
囲
気
が
一
気
に
華
や
ぎ

ま
し
た
。
分
断
が
進
行
し
て
い
る

だ
け
に
、
大
屋
根
リ
ン
グ
の
内
側

に
各
国
が
集
結
す
る
様
が
世
界
の

融
和
の
象
徴
に
。

　

オ
ー
ナ
ー
や
入
居
者
を
招
待
し

た
り
、
宿
泊
需
要
を
取
り
込
め
た

り
と
日
管
協
会
員
も
開
催
期
間

中
、
万
博
効
果
を
実
感
で
き
そ
う

で
す
。

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
和

歌
山
県
県
支
部
長
の
末
吉
亜
矢

さ
ん
（
54
）
が
、
今
夏
の
参
議

院
議
員
選
挙
和
歌
山
選
挙
区

（
改
選
定
数
１
）
に
無
所
属
で

立
候
補
す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
に
和
歌
山
青
年

会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
理
事
長
、
17

年
に
和
歌
山
商
工
会
議
所
青
年

部
副
会
長
と
地
元
経
済
界
の
要

職
を
務
め
る
一
方
、
不
動
産
会

社
・
三
商
社
長
と
し
て
16
年
か

ら
20
年
ま
で
和
歌
山
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
広
報
啓
発
委
員

長
、
24
年
に
日
管
協
和
歌
山
県

支
部
長
に
就
任
。
経
済
界
・
不

動
産
業
界
を
は
じ
め
と
す
る
地

元
で
幅
広
く
太
い
人
脈
を
築
い

て
お
り
周
囲
か
ら
の
期
待
に
応

え
て
の
出
馬
で
す
。

　

起
業
家
支
援
な
ど
を
通
じ
た

雇
用
創
出
に
よ
る
活
性
化
や
、

子
育
て
世
代
や
女
性
、
高
齢
者

・
障
が
い
者
な
ど
の
声
を
吸
い

上
げ
て
の
女
性
活
躍
の
場
づ
く

り
や
福
祉
充
実
、
不
動
産
業
出

身
を
生
か
し
た
現
実
的
な
空
き

家
・
所
有
者
不
明
土
地
対
策
な

ど
に
取
り
組
む
考
え
で
す
。

　
Ｊ
Ｃ
活
動
や
不
動
産
業
界
で

培
っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
・
人
づ

く
り
」
の
経
験
か
ら
、「
地
域

を
強
く
し
な
け
れ
ば
日
本
全
体

が
強
く
な
れ
な
い
」
と
訴
え
、

「
空
き
家
率
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ

ン
」
の
和
歌
山
県
を
作
り
変
え

人
口
減
少
・
過
疎
化
に
直
面
す

る
地
方
に
向
け
た
「
和
歌
山
モ

デ
ル
」
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

前
有
田
市
長
が
参
院
選
に
無

所
属
で
立
候
補
を
表
明
し
た
た

め
和
歌
山
選
挙
区
は
保
守
分
裂

に
な
る
中
、
浮
動
層
や
女
性
層

も
意
識
し
つ
つ
「
決
断
力
・
現

場
力
・
洞
察
力
」
を
武
器
に
打

っ
て
出
ま
す
。
日
管
協
に
と
っ

て
も
国
政
へ
の
パ
イ
プ
が
強
ま

り
業
界
団
体
と
し
て
の
地
位
向

上
に
つ
な
が
り
ま
す
。（
出
馬

経
緯
や
政
策
構
想
な
ど
末
吉
さ

ん
の
話
を
３
面
に
）

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
（
太
田
卓
利
ブ
ロ

ッ
ク
長
）
は
２
月
20
日
、
滋
賀

県
で
幹
事
会
を
開
催
し
、
管
理

業
の
一
層
の
地
位
向
上
や
会
員

支
援
の
拡
充
、
ブ
ロ
ッ
ク
・
支

部
間
の
役
割
分
担
の
明
確
化
な

ど
に
よ
る
協
会
運
営
基
盤
の
強

化
を
図
る
た
め
本
部
に
設
け
ら

れ
た
検
討
組
織
、
中
期
運
営
方

針
特
別
委
員
会
（
委
員
長
、
太

田
ブ
ロ
ッ
ク
長
）
の
中
間
取
り

ま
と
め
を
確
認
＝
写
真
。

　

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万

博
交
通
円
滑
化
推
進
会
議
（
会

長
、
吉
村
洋
文
大
阪
府
知
事
）

か
ら
万
博
開
催
期
間
中
、
関
西

圏
域
内
で
の
円
滑
な
来
場
者
輸

送
と
都
市
活
動
の
両
立
を
目
指

す
た
め
の
Ｔ
Ｄ
Ｍ
（
交
通
需
要

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
企
業
登
録
要

請
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
報
告

さ
れ
ま
し
た
。（
３
面
に
関
連

記
事
）

　

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博

が
４
月
13
日
、
開
幕
し
ま
し
た
。

開
幕
直
前
に
な
っ
て
万
博
の
華
で

あ
る
各
国
パ
ビ
リ
オ
ン
の
展
示
内

容
な
ど
が
盛
ん
に
報
じ
ら
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
開
幕
日
の
一
般
来
場

者
は
11
・
9
万
人
、
会
場
は
大
き

な
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

｢大阪･関西万博｣華やかに開幕●
日
管
協
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
部
体
制
、再
編
に
向
け
て  

●
国
も
認
め
る「
預
り
金
保
証
制
度
」促
進
へ

中
期
方
針
報
告
を
確
認

日
管
協
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
２
月
幹
事
会

和
歌
山
県

支
部
長

末
吉
さ
ん
、参
院
選
出
馬

地
元
活
性
化
誘
導
し「
和
歌
山
モ
デ
ル
」

写真左上から。混みあう会場東ゲート口の大阪メトロ中央線｢夢洲｣駅出口。会場西ゲートでは、等身大のガンダムとミャク
ミャクがお出迎え（いずれも４月13日の開幕当日）。世界最大級の木造建築シンボル｢大屋根リング｣の内側に各国パビリオン
が集結、世界が融和する空間の広がりは、｢分断の潮流｣を否定する（写真右。撮影は４月９日メディアデー）

日
管
協
会
員
に　
　

も

恩
恵

日管きんき〈1〉

●大 阪 府 支 部
●京 都 府 支 部
●兵 庫 県 支 部
●滋 賀 県 支 部
●和 歌 山 県 支 部
●奈 良 県 支 部

令和７年（2025年）

5 月 1 日発行

Vol.43
〈発行〉
公益財団法人
日本賃貸住宅管理協会 近畿ブロック
日管協副会長・近畿ブロック長 太田卓利

〈事務局〉（事務局長 佐野昭一）
〒 541-0043
大阪市中央区高麗橋 3 丁目 2 番 7 号
オリックス高麗橋ビル 2F
E-mail:kink-b@jpm.jp 
https://www.jpm.jp



辻井さんは医療機関の
コンサルタントとして
経験を積みＦＰ技能士
１級に合格した 2010
年に個人事業主として
独立しました。相続に
関するクライアントニ

ーズに応えるため相続分野に精通した
アドバイスができるよう「遺言執行
士」「相続診断士」の２つの資格も取
得しています。
　日管協入会のきっかけは、「クライ
アントの１人が所有する賃貸物件につ
いてお手伝いする機会があったこと」
だといいます。まず賃貸不動産経営管
理士を昨年取得したうえで不動産に関
する相続案件の助言・解決に必要な知
識を習得するため『相続支援コンサル
タント』取得を目指して「認定資格団
体である日管協を選びました。現在『賃
貸住宅メンテナンス主任者』合格に向
け勉強中です」。辻井さんは「将来的
に賃貸管理士が独占業務資格になれ
ば、賃貸管理業の知名度と社会的地位

向上に結び付く」と前置きし、「広く
社会貢献に寄与できる存在になること
で仕事の幅も広がり、資格取得ニーズ
も高くなる。（そこを目指して）協会
として取り組んでほしい」と注文も忘
れません。
　今後はどう動く？　「協会主催の研
修会やセミナー、会員交流会などに積
極的に参加すること。新しいビジネス
チャンスが生まれると思います。クラ
イアント物件の賃貸管理を依頼された
ときや、入居者がファイナンシャルプ
ランを必要とするときなど、弊社と会
員双方の得意分野を融和させたビジネ
スとして紹介できるといったメリット
が生まれます」
　「好きな言葉は『仁人連磨』。自分を
鍛えて真の人間になることを心にとど
めおく。これをモットーに業務に励ん
でいます」。定期的にクライアントと
対面、「現況を知り、寄り添い、役に
立ちたい。その一心で必要な知識、経
験を積んでいく」。向上心ひと一倍で
す。

N
e
w 

新
入
会
員 

F
r
e
s
h 

訪
問

　大塚さんは 2025
年大阪・関西万博
の開催にあたり設
置された万博推進
局に「民間企業と
して大和ハウス工
業を代表して一昨
年に出向」しまし

た。大阪・関西万博の機運醸成とい
う推進局の使命達成の一環として
「グループ会社レジデンスにポスタ
ーを掲示、一般の方々に（万博を）
積極的にＰＲする」一方、関連業界
団体へのＰＲにも取り組みます。そ
んな折に「新入社員時代に大変お世
話になった岡本秀巳さん（日管協参
与、都ハウジングＣＥＯ）に相談に
うかがったところ、太田卓利近畿ブ
ロック長を紹介していただき、ポス
ター掲示の快諾をいただいた」。同
時に「日管協の活動に興味を持ち、
大和ハウス工業として入会。当社で

は全国初となります」
　日管協入会を機に大塚さんは「互
いに新しいビジネス機会を構築でき
るようになれば」とし、「会員向け
に、管理受託するオーナー様の資産
活用についてお手伝いできれば光栄
です。リフォーム・買取再販など投
資 案 件 で も 当 社 の 流 通 再 生 事 業
『Livness（リブネス）』をご活用で
きますし、レジデンスや高齢者施
設、商業施設など実践展開も豊富で
す」。オーナーニーズに合った選択
肢提供へ「当社を指定していただく
ことで、会員・オーナー双方の信頼
関係をより厚くできます」とアピー
ル。一方で「日管協主催研修会など
テーマに応じて関係部署スタッフの
参加を促し当社社員の資質・専門性
向上を図る一方、情報・人的資本拡
充へ会員交流参加もぜひ取り組んで
いきたい」と積極的です。日管協と
しても「建物を再生し循環させるヒ
ーロー“ダイワマン”」は心強い味
方になるでしょう。

万博ＰＲ機に入会決断
ビジネスの相互展開を

　昨年11月、大阪府支部特別会員に入会したのが住宅メーカー大手の大和ハウス工業さん
です。「建築の工業化」を企業理念に、1955年に大阪で創業以来、戸建て・集合住宅はもち
ろん特建、土地活用など日本の住宅・建築市場の成熟をリード、今年４月５日に70周年を迎え
ました。同社の大塚昭男営業推進統括部部長に入会へのきっかけと期待を含め聞きました。

大和ハウス工業
営業推進統括部

大塚 昭男部長

資
格
者
増
は
重
要

　

相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

は
、
質
的
向
上
を
伴
う
オ
ー
ナ

ー
資
産
運
用
を
管
理
会
社
が
実

践
す
る
た
め
専
門
人
材
の
育
成

を
目
指
す
日
管
協
独
自
の
認
定

資
格
で
協
会
唯
一
の
〝
収
益
事

業
〟
で
す
。
一
般
・
上
級
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
資
格
保
有
者
は
現

在
全
国
で
３
３
０
０
人
。
一
層

の
増
加
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

専
門
家
の
輩
出
で
日
管
協
と
会

員
の
社
会
的
地
位
・
運
営
基
盤

の
向
上
・
強
化
が
見
込
ま
れ
る

だ
け
に
資
格
者
増
は

重
要
で
す
。

　
「
一
般
」
は
Ｗ
ｅ

ｂ
研
修
で
資
格
試
験

は
現
地
開
催
。
学
生
か
ら
社
会

人
、
オ
ー
ナ
ー
ま
で
誰
で
も
対

象
。
受
講
の
裾
野
が
広
が
れ
ば

資
産
管
理
団
体
と
し
て
認
知
度

が
ア
ッ
プ
。
収
益
基
盤
の
安
定

・
強
化
に
つ
な
が
り
活
動
の
幅

も
広
が
り
ま
す
。

　
「
上
級
」
講
習
は
、
①
10
分

間
の
オ
ー
ナ
ー
向
け
相
続
セ
ミ

ナ
ー
を
想
定
し
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
講
演
資
料
を
自
身
で
作
成
し

講
演
練
習
を
行
う
「
講
師
実
践

研
修
」
②
相
続
相
談
を
想
定
し

た
少
人
数
制
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
キ

ン
グ
「
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
―

―
の
２
本
立
て
。
実
例
を
基
に

資
産
の
組
み
替
え
提
案
や
遺
言

作
成
支
援
等
の
実
践
練
習
が
で

き
ま
す
。

　

人
口
減
少
時
代
下
で
建
物
管

理
だ
け
で
は
事
業
は
先
細
り
す

る
。
オ
ー
ナ
ー
の
懐
へ
こ
れ
ま

で
以
上
に
深
く
入
り
込
む
た
め

の
入
り
口
の
１
つ
が
相
続
。

様
々
な
法
制
度
や
金
融
手
法
の

活
用
・
組
み
合
わ
せ
が
で
き
る

よ
う
専
門
性
を
高
め
資
産
価
値

向
上
の
道
筋
を
示
す
。
オ
ー
ナ

ー
利
益
も
ア
ッ
プ
し
、
我
々
の

業
務
の
幅
も
広
が
る
。
資
産
運

用
手
法
の
拡
大
は
住
宅
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
築
へ
の
回
答
に

も
。
日
管
協
の
こ
れ
か
ら
の
大

き
な
柱
に
な
り
ま
す
。

　

日
管
協
が
骨
格
を
作
っ
た
賃

貸
不
動
産
経
営
管
理
士
の
よ
う

に
、
今
後
５
年
先
な
ど
ゆ
く
ゆ

く
は
相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
国
家
資
格
に
格
上
げ
で
き

れ
ば
。
一
昨
年
に
塩
見
会
長
肝

い
り
で
作
っ
た
賃
貸
住
宅
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
主
任
者
と
と
も
に
日

管
協
の
存
在
価
値
を
高
め
る
資

格
制
度
。
管
理
会
社
や
オ
ー
ナ

ー
・
入
居
者
に
貢
献
す
る
社
会

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
協
会
が
機
能

し
認
知
さ
れ
る
こ
と
が
目
標
で

す
。

　

年
に
２
回
行
わ
れ

る
全
国
支
部
長
会
議

で
も
協
会
活
動
拡
充

へ
の
交
流
や
議
論
が

活
発
化
し
て
い
ま
す
。
４
月
の

支
部
長
会
議
で
は
、
全
国
28
都

道
府
県
で
居
住
支
援
法
人
指
定

を
受
け
て
い
る
ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト

さ
ん
（
東
京
都
中
野
区
中
野

２
、
藤
田
潔
社
長
）
を
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
。
国
が
要
請
す
る
住
宅

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
築
へ
の

協
力
体
制
づ
く
り
に
向
け
た
会

員
事
業
対
策
を
掘
り
下
げ
ま
し

た
。
支
部
長
レ
ベ
ル
で
理
解
を

深
め
会
員
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
業
務
に
生
か
し
て
も
ら
う
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
築
で
も

日
管
協
は
主
導
的
な
役
割
が
求

め
ら
れ
る
。
居
住
支
援
法
人
指

定
へ
手
を
挙
げ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

発
展
へ
の
屋
台
骨

　

日
管
協
の
方
針
具
体
化
へ
の

活
動
実
行
や
、
本
部
フ
ォ
ー
ラ

ム
や
各
地
の
住
環
境
向
上
セ
ミ

ナ
ー
開
催
な
ど
を
通
じ
て
日
管

協
入
会
メ
リ
ッ
ト
を
広
め
る
。

会
員
増
強
と
退
会
回
避
へ
の
役

割
も
担
っ
て
お
り
、
支
部
長
と

し
て
や
る
こ
と
は
案
外
多
岐
に

及
び
ま
す
。
行
政
と
の
連
携
も

そ
の
１
つ
。
兵
庫
県
で
は
県
営

住
宅
の
空
き
室
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
事
業
（
県
営
住
宅
子
育
て
世

帯
向
け
サ
ブ
リ
ー
ス
事
業
）
が

動
き
出
し
た
の
で
、
１
月
の
支

部
新
年
会
の
際
に
15
分
の
時
間

を
設
け
て
県
担
当
者
に
説
明
し

て
も
ら
っ
た
。
会
員
も
興
味
を

持
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た

活
動
が
協
会
発
展
へ
の
屋
台
骨

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
専
門
家
の
育
成
が
社
会
的

地
位
を
さ
ら
に
上
の
次
元
に
引

き
上
げ
、
そ
う
し
た
人
材
が
増

え
活
躍
の
場
が
広
が
る
こ
と
で

運
営
基
盤
も
強
固
な
も
の
に
な

る
。
専
門
家
輩
出
を
担
う
相
続

支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
は

日
管
協
（
日
本
賃
貸
住
宅
管
理

協
会
）
の
今
後
を
占
う
非
常
に

重
要
な
事
業
の
１
つ
で
す
」。

こ
う
話
す
の
は
、
本
部
理
事
と

し
て
日
管
協
相
続
支
援
研
究
会

副
会
長
も
務
め
る
兵
庫
県
支
部

長
の
松
本
智
さ
ん
。
協
会
認
定

資
格
「
相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
ゆ
く
ゆ
く
は
国
家
資
格

に
」
と
続
け
ま
す
。

この人に聞く
松本 智

日管協相続支援研究会
副会長、兵庫県支部長

「
相
続
支
援
コ
ン
サ
ル

」ゆ
く
ゆ
く
は
…

協
会
が
社
会
イ
ン
フ
ラ
に

｢仁人連磨｣の精神で
相続など専門性磨く

　兵庫県支部の個人会員として昨年入会した辻井ライフマネージメント。代表取締役の辻
井隆さんは１級ファイナンシャル・プランニング技能士の有資格者でクライアント１人ひとりに
最適な資産運用のライフプランを提案。関西エリアの相続診断・遺言執行相談窓口として
事業展開しています。日管協入会後どのようなことに取り組んでいくか、話をうかがいました。

辻井ライフマネージメント
辻井 隆代表取締役

N
e
w 

新
入
会
員 

F
r
e
s
h 

訪
問

KINKI in General令和 7 年（2025 年）5 月 1 日 Vol. 43 日管きんき〈2〉



　

特
別
委
が
ま
と
め
た
「
組
織

の
あ
る
べ
き
姿
の
仮
説
」
で
は

こ
れ
ま
で
支
部
に
も
課
せ
ら
れ

て
い
た
協
会
運
営
に
つ
い
て
、

規
模
や
リ
ソ
ー
ス
の
違
い
に
よ

り
全
国
一
律
の
目
標
達
成
が
困

難
な
こ
と
か
ら
、
今
後
「
ブ
ロ

ッ
ク
が
協
会
運
営
の
中
心
を
担

い
、
支
部
は
本
部
・
ブ
ロ
ッ
ク

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
住
環

境
向
上
セ
ミ
ナ
ー
や
自
治
体
連

携
な
ど
地
域
密
着
業
務
を
行

う
」
こ
と
で
役
割
分
担
を
明
確

化
す
る
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
25
年
度
以
降
に

運
営
指
示
系
統
・
権
限
、
事
務

局
敷
設
と
い
っ
た
再
編
へ
の
課

題
を
整
理
し
、
26
年
度
に
実
際

の
予
算
の
配
分
や
ブ
ロ
ッ
ク
事

務
局
新
設
支
援
な
ど
を
実
行
す

る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
畿
は
、
首
都
圏
や
地
方
圏

と
比
べ
て
ブ
ロ
ッ
ク
と
支
部
の

役
割
分
担
が
比
較
的
明
確
で
す

が
、
そ
れ
で
も
会
員
数
な
ど
で

支
部
間
の
格
差
が
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
て
、
大
阪
府
支
部
と
京

都
府
支
部
を
中
心
に
ブ
ロ
ッ
ク

全
体
を
運
営
す
る
こ
と
を
前
提

に
、
大
阪
府
支
部
が
兵
庫
県
・

和
歌
山
県
両
支
部
を
、
京
都
府

支
部
が
滋
賀
県
・
奈
良
県
両
支

部
を
牽
引
す
る
形
に
再
編
。
新

た
に
専
任
の
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐

す
る
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
を
設
置

し
、
賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士

や
賃
貸
住
宅
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
主

任
者
と
い
っ
た
資
格
制
度
の
運

営
に
当
た
る
よ
う
に
す
る
方
向

で
動
き
出
し
ま
す
。
太
田
ブ
ロ

ッ
ク
長
は
「
今
後
、
ブ
ロ
ッ
ク

・
支
部
へ
の
予
算
配
分
等
も
見

直
し
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
会
で
は

25
年
度
の
協
会
活
動
功
労
賞
の

候
補
者
推
薦
も
行
わ
れ
、
大
阪

府
支
部
幹
事
で
支
部
企
画
研
修

・
業
務
研
究
委
員
会
な
ど
で
多

大
な
功
績
の
あ
る
水
野
達
司
大

阪
府
支
部
副
支
部
長
を
推
薦
す

る
こ
と
も
決
め
ま
し
た
。

和
歌
山
県
支
部
長

末
吉 

亜
矢
さ
ん

　

夏
の
参
院
選
に
日
管
協
和
歌

山
県
支
部
長
の
末
吉
亜
矢
さ
ん

が
立
候
補
し
ま
し
た
。
地
元
の

活
性
化
へ
の
思
い
は
強
く
、
実

現
の
た
め
の
政
策
・
構
想
は
明

確
。
賃
貸
管
理
業
を
含
む
不
動

産
業
の
振
興
も
カ
ギ
を
握
り
ま

す
。「
国
づ
く
り
は
人
づ
く
り

か
ら
」。
末
吉
さ
ん
の
考
え
に

ブ
レ
は
微
塵
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

―
―
出
馬
の
経
緯
は
？

　
「
青
年
会
議
所
や
宅
建
協
会

・
日
管
協
な
ど
和
歌
山
の
様
々

な
団
体
に
参
加
、
行
政
と
も
連

携
し
て
ま
ち
づ
く
り
や
人
づ
く

り
事
業
に
取
り
組
み
、
地
元
に

知
り
合
い
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る

に
つ
れ
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
空
き

家
問
題
。
和
歌
山
県
は
空
き
家

率
21
・
２
％
で
ワ
ー
ス
ト
1（
総

務
省
23
年
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
）。
民
間
で
ま
し
て
個
人
で

で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る

と
実
感
。
も
っ
と
活
躍
で
き
る

場
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の

思
い
を
強
く
し
ま
し
た
」

　

―
―
和
歌
山
か
ら
日
本
の
現

状
を
変
え
る
。

　
「
疲
弊
し
た
制
度
を
作
り
変

え
る
に
は
や
は
り
政
治
で
す
。

不
動
産
業
で
得
た
知
識
を
存
分

に
生
か
し
て
政
策
を
立
案
し
た

い
。
10
年
ほ
ど
前
か
ら
（
政
界

進
出
を
）
意
識
し
は
じ
め
政
策

を
勉
強
し
、
人
脈
づ
く
り
に
も

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。（
与

野
党
問
わ
ず
）
和
歌
山
の
た
め

に
と
い
う
方
な
ら
一
緒
に
頑
張

り
た
い
と
の
思
い
は
ず
っ
と
持

っ
て
ま
す
」

　
「
所
属
・
関
係
団
体
を
含
め

周
囲
の
方
々
か
ら
も
（
出
馬
に

向
け
て
）
お
話
を
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
。
会
社
（
＝
三
商
の

業
務
）
を
任
せ
ら
れ
る
体
制
も

整
い
、
周
り
の
理
解
と
応
援
・

協
力
も
あ
る
。『
出
馬
の
タ
イ

ミ
ン
グ
は
今
だ
な
』
と
」

　

―
―
周
囲
の
〝
待
望
論
〟
に

背
を
押
さ
れ
た
。

　
「
ま
ず
は
地
元
経
済
を
活
性

化
さ
せ
雇
用
を
創
出
し
『
誰
も

が
豊
か
に
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
』
で
す
。

持
続
可
能
な
循
環
型
経
済
の
創

出
へ
特
に
ソ
フ
ト
面
の
仕
組
み

づ
く
り
に
取
り
掛
か
り
た
い
」

　
「
和
歌
山
に
も
起
業
家
を
育

て
支
援
す
る
組
織
『
和
歌
山
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ベ
ー
ス
（
Ｗ
Ｉ

Ｂ
）』
が
あ
り
、
４
月
に
県
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
。
先
日

そ
の
う
ち
の
１
社
が
上
場
し
ま

し
た
。
Ｗ
Ｉ
Ｂ
に
入
り
、
世
界

で
通
用
し
活
躍
で
き
る
起
業
家

や
企
業
を
育
て
増
や
し
た
い
」

　

―
―
地
場
企
業
の
成
長
を
促

し
、
か
つ
起
業
を
支
援
す
る
。

　
「
不
動
産
業
で
は
空
き
家
対

策
と
所
有
者
不
明
土
地
問
題
が

喫
緊
の
課
題
で
す
。
し
か
し
個

人
情
報
保
護
法
が
壁
に
な
っ
て

民
間
企
業
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
往
々
に
し
て
あ

る
。
自
治
体
任
せ
に
な
っ
て
い

て
ス
ピ
ー
ド
感
も
足
り
な
い
。

空
き
家
問
題
で
も
全
国
ワ
ー
ス

ト
の
和
歌
山
の
現
状
を
変
え
ら

れ
れ
ば
『
和
歌
山
モ
デ
ル
』
と

し
て
全
国
に
提
案
で
き
ま
す
」

　

―
―
柔
軟
な
制
度
運
用
が
必

要
で
す
。

　
「
抜
本
的
な
法
整
備
で
す
。

現
場
に
迅
速
に
対
応
し
、
日
管

協
や
宅
建
協
会
な
ど
の
声
を
ダ

イ
レ
ク
ト
に
届
け
世
論
も
つ
く

り
、
必
要
な
ら
ば
立
法
を
視
野

に
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
」

　
「
所
有
者
不
明
土
地
問
題
を

突
き
進
め
れ
ば
空
き
家
対
策
に

も
な
る
。
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

る
不
動
産
業
の
可
能
性
は
す
ご

く
大
き
く
最
先
端
産
業
で
す
。

そ
の
知
識
を
持
ち
込
め
る
か
ら

こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

―
―
声
な
き
声
も
拾
う
。

　
「
若
者
や
子
育
て
世
代
と
保

育
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
、
そ
し
て
女

性
の
様
々
な
声
や
意
見
を
聞
き

ま
す
が
、
そ
れ
が
な
か
な
か
社

会
に
反
映
さ
れ
な
い
。
そ
の
声

こ
そ
が
経
済
の
潤
滑
油
に
も
な

っ
て
い
く
の
に
と
歯
痒
く
感
じ

て
い
ま
す
。
現
場
の
声
に
常
に

触
れ
て
ど
ん
ど
ん
吸
い
上
げ
、

政
治
に
疑
問
を
持
っ
て
い
る
人

へ
訴
え
て
い
き
た
い
」

　
「
今
の
日
本
に
欠
け
て
い
る

の
は
『
決
断
力
』、
そ
し
て
現

場
の
状
況
を
い
ち
早
く
と
ら
え

る
『
現
場
力
』、
物
事
の
本
質

を
見
抜
く
『
洞
察
力
』
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
政
治
へ
男

性
だ
け
で
な
く
女
性
の
声
、
都

心
だ
け
で
な
く
地
方
の
声
、
大

企
業
だ
け
で
な
く
中
小
企
業
の

声
、
働
く
者
の
声
、
生
活
者
の

声
な
ど
多
様
な
声
を
反
映
し
た

政
治
に
変
え
て
い
き
ま
す
」

情報を制する者は、
賃貸管理を制する！
日管協が役立つメルマガ配信中

　日本賃貸住宅管理協会は、セミナー
開催予定や行政・法体系など賃貸管理
に役立つ様々な情報を「日管協メール
マガジン」で絶賛配信中です。管理会
社の「困った事例」やクレーム・トラ
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曜日にメルマガ配信！　例えば…☆ク
レーム・トラブルの早期解決に向けた
見解と対策をご紹介からひとコマ。「生
活音が気になる」「ゴミの分別が守ら
れない」「無断駐車がある」など、管
理会社からの相談事例を顧問弁護士や
相談員が解説し、その見解と対策など
を盛り込んだ「業務リスク研究シリー
ズ」。☆行政動向・法改正など知りた
い情報をいち早くお届け！　不動産に
関わる最新の法改正や、行政の施策、
統計調査に関する情報はもちろん、管
理業を営む上で欠かせない重要な情報
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協会員以外の一般の方も限定配信分を
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■会員向け日管協メルマガ登録手順
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２
月
に
行
わ
れ
た
日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
会
で
は
、
日
管
協
の
ブ
ッ
ロ
ク

・
支
部
の
役
割
を
明
確
化
す
る
た
め
に
本
部
の
中
期
運
営
方
針
特
別
委
員
会
（
委
員
長
、
太
田
卓
利

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
長
）
で
24
年
度
事
業
と
し
て
検
討
・
策
定
さ
れ
た
「
組
織
の
あ
る
べ
き
姿
の
仮
説
」

が
報
告
さ
れ
、
近
畿
で
は
会
員
数
・
規
模
が
大
き
い
大
阪
府
・
京
都
府
の
２
支
部
を
軸
に
ブ
ロ
ッ
ク

全
体
を
運
営
す
る
組
織
再
編
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
中
期
運
営
方
針
の
目
標
年
で
あ
る
26
年
度
に

は
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
ブ
ロ
ッ
ク
実
務
全
般
を
担
当
す
る
運
営
事
務
局
を
設
置
、
そ
の
た
め

の
予
算
措
置
を
講
じ
る
計
画
で
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ
ま
し
た
。
太
田
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
「
支
部
と
ブ
ロ

ッ
ク
の
あ
り
方
が
こ
れ
か
ら
大
き
く
変
わ
る
と
思
っ
て
い
た
だ
い
て
い
い
」と
宣
言
し
ま
し
た
。（
１

面
参
照
） 京

阪
２
支
部
を
軸
に
組
織
再
編
へ

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク「
あ
り
方
、大
き
く
変
化｣

説明する太田ブロック長

〝
待
望
論
〟
受
け
出
馬

政
策
に
不
動
産
業
の
知
見
生
か
す

国政に
挑む！

選挙事務所前で気合い
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販販売売開開始始！！



京
都
府
支
部
の
行
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

総
会
の
講
師
な
ど
決
ま
る
　

10
月
に
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー

〝
知
り
た
い
〟
を
具
体
化

日
管
協
の
セ
ミ
ナ
ー

　

日
管
協
本
部
で
は
2

月
、
会
員
増
へ
と
結
ぶ

「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
」
を
催
し
好
反

響
を
得
ま
し
た
。
各
テ

ー
マ
を
見
る
と
、
今
、

業
界
が
知
り
た
い
学
び

た
い
こ
と
が
並
び
、
視

聴
が
日
管
協
会
員
に
限

ら
れ
る
こ
と
で
入
会
促

進
へ
直
結
し
た
セ
ミ
ナ

ー
で
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
セ

ミ
ナ
ー
。
視
聴
で
き
る
の
は
日

管
協
会
員
の
み
。
内
容
は
い
ず

れ
も
業
界
内
外
で
関
心
を
集
め

て
い
る
「
ク
レ
ー
ム
・
ト
ラ
ブ

ル
対
応
」「
営
業
ノ
ウ
ハ
ウ
テ

ク
ニ
ッ
ク
」「
人
材
確
保
・
広

報
戦
略
」「
行
政
情
報
」
な
ど
。

セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
は
専
門
分
野

で
活
躍
し
て
い
る
人
ば
か
り
、

参
加
料
無
料
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
で
情
報
キ
ャ
ッ
チ
の
好
機
。

対
象
が
日
管
協
会
員
だ
け
と
は

─
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
期

に
新
入
会
員
の
増
加
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ

は
「
ク
レ
ー
ム
・
ト
ラ
ブ
ル
対

応
」「
営
業
ノ
ウ
ハ
ウ
テ
ク
ニ
ッ

ク
」「
人
材
確
保
・
広
報
戦
略
」

「
行
政
情
報
」
な
ど
、
ど
れ
も

今
、
知
り
た
い
内
容
ば
か
り
で

し
た
。
今
後
も
仕
事
に
役
立
つ

テ
ー
マ
で
続
行
さ
れ
ま
す
。

　

京
都
府
支
部
の
２
０
２
５
〜

26
年
の
支
部
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
ほ
ぼ
決
定
へ
。
6
月
の

支
部
総
会
で
正
確
な
行
事
日
程

が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

5
月
に
行
わ
れ
る
幹
事
会
や

定
例
会
で
年
間
の
行
事
内
容
の

検
討
が
続
き
、
そ
の
結
果
は
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
幹
事
会
で
も
報

告
さ
れ
ま
す
。
6
月
は
東
京
で

本
部
会
員
総
会
が
あ
り
、
京
都

府
支
部
か
ら
安
田
支
部
長
な
ど

幹
部
も
出
席
。
そ
の
後
、
本
部

の
新
人
事
や
今
年
度
の
方
向
性

を
支
部
会
員
に
伝
え
ま
す
。

　

6
月
に
は
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
、

各
エ
リ
ア
の
総
会
な
ど
イ
ベ
ン

ト
続
出
。
京
都
府
支
部
は
6
月

17
日
（
木
）
を
総
会
と
決
め
、

当
日
の
講
演
に
プ
リ
ン
シ
ブ
ル

住
ま
い
総
研
、
上
野
典
行
所
長

の
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
部
総
会
を
経
て
の
支
部
総

会
は
情
報
が
集
中
す
る
時
で

す
。
会
員
に
と
っ
て
は
情
報
の

飛
び
交
う
多
忙
な
月
に
な
り
ま

す
。
京
都
府
支
部
の
7
月
は
祇

園
祭
も
あ
っ
て
ち
ょ
っ
と
夏
休

み
。
し
か
し
8
月
の
「
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
」
の
実
施
な
ど
担
当
者

は
多
忙
で
す
。

情
報
交
換
の
場

ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
会

　

秋
期
の
第
一
回
は
9
月
、
ブ

ロ
ッ
ク
・
支
部
組
織
再
編
の
一

環
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ブ
ロ
ッ
ク

幹
事
会
。
こ
こ
か
ら
一
気
に
イ

ベ
ン
ト
ゾ
ー
ン
へ
。
ゴ
ル
フ
や

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
。
各
支
部

の
目
玉
「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ

ー
」
の
開
催
。
10
月
下
旬
が
予

定
で
す
。
京
都
府
支
部
が
注
力

す
る
同
イ
ベ
ン
ト
は
行
政
か
ら

の
出
席
も
あ
り
、
一
般
市
民
も

参
加
し
て
盛
り
上
が
り
ま
す
。

当
日
の
講
師
は
T
V
で
も
よ

く
見
か
け
る
司
法
書
士
の
太
田

垣
章
子
氏
を
予
定
。

　

11
月
は
日
管
協
主
催
の
「
日

管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
東
京
で

開
催
。
京
都
府
支
部
か
ら
参
加

も
目
立
ち
ま
す
。
テ
ー
マ
や
講

師
は
本
紙
9
月
号
で
発
表
。
全

国
支
部
長
会
議
も
こ
の
時
期
開

か
れ
、
イ
ベ
ン
ト
の
ピ
ー
ク

に
。
京
都
府
支
部
が
最
も
力
を

入
れ
る
の
が
、
支
部
総
会
と
10

月
の「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」。

一
般
市
民
と
の
接
点
、
貴
重
な

場
に
な
り
ま
す
。

●
京
都
府
支
部 

イ
ベ
ン
ト
情
報

懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

6
月
4
日
開
催　
参
加
者
募
集

　

京
都
府
支
部
主
催
の
「
懇
親

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
が
6
月
4
日

（
水
）
滋
賀
県
の
「
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
で
行
わ

れ
ま
す
。

　

参
加
定
員
は
8
組
32
名
。
申

込
み
締
切
は
5
月
7
日
。
参
加

者
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
、
平

均
ス
コ
ア
を
提
出
。

住
宅
相
談
、
今
年
度
も
協
力

「
京（
み
や
こ
）安
心
す
ま
い
セ
ン
タ
ー
」

　

安
心
し
て
住
ま
い
や
住
宅
行

政
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き

る
「
京
（
み
や
こ
）
安
心
す
ま

い
セ
ン
タ
ー
」。
全
体
の
名
称

は
「
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館
」。

内
部
に
は
京
都
の
住
ま
い
の
歴

史
や
資
料
も
揃
っ
て
楽
し
め
る

場
所
と
し
て
定
着
し
て
い
ま

す
。
都
心
の
四
条
河
原
町
か
ら

木
屋
町
通
を
南
へ
。
こ
の
辺
り

は
京
都
独
特
の
民
家
の
佇
ま

い
、
そ
れ
に
個
性
的
な
店
が
並

び
雰
囲
気
の
あ
る
エ
リ
ア
で

す
。
同
セ
ン
タ
ー
は
建
物
の
地

階
。
1
階
の
入
口
に
は
テ
ィ
ー

ル
ー
ム
も
あ
り
、
く
つ
ろ
ぎ
の

場
所
に
。
相
談
し
た
り
、
見
学

し
た
り
、
街
の
歴
史
を
知
っ
た

り
。
窓
口
に
は
専
門
の
知
識
が

あ
る
担
当
も
控
え
て
い
ま
す
。

日
管
協
京
都
府
支
部
は
毎
年
、

相
談
員
を
派
遣
し
て
市
民
の
住

宅
相
談
に
協
力
。
そ
の
た
め
支

部
で
研
修
会
も
開
い
て
い
ま

す
。
主
な
相
談
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

●
近
隣
と
の
住
宅
ト
ラ
ブ
ル

●
住
ま
い
探
し
や
リ
フ
ォ
ー
ム

に
つ
い
て
●
信
頼
で
き
る
地
元

事
業
者
の
紹
介
。
京
都
市
の
補

助
金
な
ど
の
案
内
。
あ
ら
ゆ
る

住
宅
に
関
す
る
こ
と
の
全
て
の

相
談
。
京
（
み
や
こ
）
安
心
す

ま
い
セ
ン
タ
ー
（
京
都
市
住
宅

供
給
公
社
）
▼
電
話
０
７
５
―

７
４
４
―
１
６
７
０
（
午
前
9

時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
）

▼
休
館
日　

水
曜
日
・
祝
日
・

第
3
火
曜
日
及
び
年
末
年
始
▼

住
所
▼
場
所　

〒
６
０
０
―
８

１
２
７
京
都
市
下
京
区
西
木
屋

町
通
上
ノ
口
上
る
梅
湊
町
83
番

地
の
1
（
河
原
町
五
条
下
る
東

側
）「
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館
京

都
」
地
下
1
階

「すべてに超前向きで」 
安田栄慈京都府支部長
　古都・京都も外国人によるオー
バーツーリズムで落ち着かぬ模
様。一方で人口流出などの現実も
あり、地元・京都市も居住環境の
安定に苦慮しています。この時期、
支部は京都市と協力し、市民の住

宅環境安定への提案・協力を続けていきま
す。その辺りを 3 期目を迎えた支部長に聞
くと―。
　「古都の住宅環境維持・発展へ地元・行
政との協力体制は変わりません。総会やセ
ミナーのイベントを通じて行政から直接オ
ーナーへ伝える機会は貴重で今後も続けま
す。また、管理だけの分野に止まらず、支
部活動で積み上げてきた〝知識〟を広く認
識させることも重要です」。会員が協力し
て市が行う古い住宅の再生活動は実績十分

で、今後も災害対策
なども加えて連携し
ていく方針。
　「数多くの支部内活
動が活かされ、情報
集約能力も飛躍。一

方で本部との交流も密となり日管協
の施策も即公開。情報伝達の超スピ
ードアップは本部・各都市部の一体
感覚を生んでいます」

会員増へ全員で努力
　「オーナーセミナーなどの機会は
入会アピールの絶好のチャンス。支

部内では常時、入会増への誘導について議
論、広報活動にも注力。支部内では多くの
部会が設けられ、その担当から入会への有
効的な考えが示され、活かしたいと思いま
す。支部の特徴は存分に考えを主張できる
ことで、特に若い世代の声に期待です」。
　「各支部会員が自社の管理に関するノウ
ハウをデータ公開するなど、開かれた支部
の姿があります。優れた管理の技術を公開
するなども支部の特徴。みんなで専門知識
を共有しようという動きです。知識を共有
して管理会社のレベル向上へつなげたいと
いう考えです。柔軟性のある前向きな動
き。みんなで成長し、強い支部への思いで
す」。向上心は普段の定例会でも見られ、
安田支部長は今年もその誘発役です。（支
部活動への思い。今後も掲載予定です。）

専
門
知
識
共
有
し
て

若
い
世
代
へ
期
待
！

　支部活動、運営に休みはありません。今春の繁忙期も常に会員間の情報交換は行われました。安
田栄慈支部長はこの間、後半の支部活動の方向性を幹部らと検討。改めて行政との一体化した活動
を確信、実行へと進めます。日管協本部や支部各首脳陣との交流、全てが支部発展へとつながります。

好評　オンライン開催

注目のオーナーセミナー

議論集中（近畿ブロック会）

●
行
政
と
の
一
体
は
変
わ
ら
ず

●
時
代
を
反
映
し
た
支
部
運
営

盛んな支部活動

安田栄慈支部長

行
政
情
報　

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

充実の内部

交流館の入口
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行
政
・
民
間
が
協
力

〝
定
住
〟〝
安
住
〟へ
ア
イ
デ
ア

　

京
都
市
民
の
〝
地
元
愛
〟
は

強
烈
。京
都
府
支
部
が
催
す「
オ

ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
や
総
会
時

の
行
政
に
よ
る
地
元
関
連
の
講

演
時
、
市
民
の
反
応
は
予
想
以

上
で
す
。
そ
こ
に
は
「
京
都
で

暮
ら
し
た
い
」
が
強
く
出
て
い

ま
す
。
市
民
の
期
待
に
沿
う
よ

う
京
都
市
で
は
都
市
計
画
局
を

主
に
、
支
部
が
催
す
研
修
会
へ

出
席
し
て
市
の
方
針
を
支
部
会

員
へ
伝
え
て
お
り
、
今
後
も
機

会
が
待
た
れ
ま
す
。

　

京
都
市
と
京
都
府
支
部
は
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
市
民
の
居

住
環
境
向
上
へ
日
頃
か
ら
協

力
。
特
に
民
間
業
者
の
既
存
住

宅
に
精
通
し
た
情
報
は
行
政
に

と
っ
て
貴
重
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

賃
料
の
高
騰
な
ど
か
ら
い

ま
、
若
い
世
代
の
市
外
へ
の
流

出
に
つ
い
て
は
官
民
協
力
し
て

「
若
い
世
代
の
市
内
居
住
へ
対

策
が
重
要
」
と
民
間
事
業
者
の

協
力
に
期
待
。
研
修
会
開
催
時

な
ど
に
市
か
ら
担
当
者
が
出
席

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
京

都
市
内
居
住
安
定
へ
の
ア
イ
デ

ア
が
交
換
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

京
都
市
で
は
定
住
促
進
へ
は

民
間
の
協
力
な
く
し
て
は
実
現

は
不
可
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
協
力
を
要
請
し
て
い

ま
す
。

　

定
住
促
進
は
行
政
、
民
間
と

も
に
目
指
す
と
こ
ろ
。
特
に
民

間
企
業
の
協
力
が
大
切
と
さ

れ
、
事
業
者
へ
は
①
法
令
等
の

規
定
違
反
な
し
②
責
任
能
力
③

非
暴
力
団
④
京
（
み
や
こ
）
安

心
す
ま
い
セ
ン
タ
ー
・
消
費
者

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
複
数

の
苦
情
が
な
い
な
ど
が
条
件
で

す
。

「
省
エ
ネ
住
宅
」で
セ
ミ
ナ
ー
開
く

目
標
は
自
然
と
の
共
生
。
交
付
金
も

京
都
府
支
部

２
回
連
続
で
猛
勉
強

　

京
都
市
が
主
導
し
て
「
事
業

者
向
け
省
エ
ネ
住
宅
セ
ミ
ナ

ー
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
支

部
内
で
は
早
く
か
ら
省
エ
ネ
手

法
に
よ
る
賃
貸
住
宅
の
建
設
・

入
居
に
着
手
し
て
い
る
が
、
今

回
は
京
都
市
に
よ
り
初
級
・
中

級
に
分
け
て
手
法
説
明
の
会
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
都
市
計
画

局
住
宅
室
住
宅
政
策
課
が
中
心

に
な
り
省
エ
ネ
住
宅
の
促
進
普

及
、
推
進
を
実
施
中
。
日
頃
か

ら
日
管
協
京
都
府
支
部
と
も
政

策
推
進
で
交
流
が
あ
り
、
今
回

も
セ
ミ
ナ
ー
開
催
で
住
宅
の
省

エ
ネ
化
徹
底
を
目
指
し
ま
す
。

　

省
エ
ネ
住
宅
の
具
体
化
に
は

専
門
知
識
が
必
要
で
セ
ミ
ナ
ー

開
催
は
施
工
か
ら
補
助
金
給
付

視点
法の （89）

公益財団法人
日本賃貸住宅管理協会
京都府支部 顧問弁護士　田中　伸

賃貸人の変更について
賃貸人は、その賃貸人たる地位を不動産譲渡することに

より、譲受人に移転することができます。そのことを賃借
人に主張するには、その譲渡不動産について、所有権移転
の登記をしなければなりません。所有権移転登記を完了
するまでの間は、譲受人は賃貸人たる地位を主張すること
ができません。（民法６０５条の２、第２項、第３項）した
がって、譲受人は移転登記完了までは、賃借人に対して、
譲受人に賃料を支払うよう請求することはできません。
実務的には、物件の譲渡人と譲受人が連名で、物件譲渡

があったことによる賃貸人の変更、及び賃料新支払先の表
示をして、移転登記の登記簿のコピーを添付して、賃借人
対して書面通知することにより、賃貸人の交代を知らせ、
新賃貸人への賃貸人たる地位の移転を円満に済ませてい
ます。
賃借人としては、賃貸人の物件譲渡を止める権限までは

なく、物件譲渡、登記により、新賃貸人への変更を認めざ
るを得ません。

に
至
る
ま
で
詳
し
い
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
施
工
事
例
な
ど
も

含
め
、
省
エ
ネ
住
宅
に
つ
い
て

詳
し
い
内
容
は「
京（
み
や
こ
）

安
心
す
ま
い
セ
ン
タ
ー
」（
別

項
）
で
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
然
と
の
共
生
目
的

　
「
自
然
と
の
共
生
」
を
目
標
に

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
Ｃ
Ｏ
２
排

出
最
大
幅
削
減
の
実
現
へ
様
々

な
手
法
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
特

に
「
大
学
の
ま
ち
京
都
・
学
生

の
ま
ち
京
都
」
と
し
て
は
建
物

の
省
エ
ネ
化
や
省
エ
ネ
家
電
に

つ
い
て
断
熱
性
の
追
求
に
よ
る

改
修
工
事
が
必
至
で
そ
れ
に
要

す
る
支
援
交
付
金
も
具
体
化
。

　

省
エ
ネ
化
が
遅
れ
て
い
る
賃

貸
住
宅
分
野
、
特
に
学
生
向
け

賃
貸
の
オ
ー
ナ
ー
や
事
業
者
へ

重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
利
用

が
可
能
で
す
。

　

京
都
府
支
部
で
は
京
都
市
に

よ
る
「
令
和
6
年
度
事
業
者
向

け
省
エ
ネ
住
宅
セ
ミ
ナ
ー
」
を

通
じ
て
、
初
級
〜
中
級
レ
ベ
ル

の
勉
強
の
機
会
を
設
け
て
省
エ

ネ
促
進
へ
学
び
の
最
中
。
今
後

も
京
都
市
と
協
力
し
つ
つ
省
エ

ネ
住
宅
促
進
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

参
加
者
倍
増
へ

研
修
会
の
充
実

　
「
研
修
会
場
で
支
部
内
参
加

者
か
ら
高
い
評
価
を
得
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
学
ん
だ
結
果
を

各
自
が
持
ち
帰
り
、
キ
ャ
リ
ア

の
向
上
や
会
社
内
で
活
か
さ
れ

る
こ
と
に
目
的
が
あ
り
ま
す
」

と
言
う
企
画
研
修
部
会
長
の
松

岡
英
樹
氏
。

　

会
員
が
何
を
求
め
て
い
る

か
、
知
っ
て
お
く
べ
き
、
学
ぶ

べ
き
対
象
は
─
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
検
討
。
松
岡
氏

は
副
支
部
長
と
い
う
立
場
か
ら

業
界
の
内
外
を
知
る
た
め
、
視

線
を
走
ら
せ
て
い
ま
す
。
本
部

の
動
き
や
地
元
京
都
の
住
宅
事

情
、
同
時
に
京
都
市
の
住
宅
政

策
の
進
捗
状
況
ま
で
。
支
部
長

や
相
談
役
か
ら
の
意
見
に
も
耳

を
傾
け
、
い
ま
支
部
で
重
要
な

こ
と
は
何
か
を
日
々
検
討
。

　

オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
の
講

師
の
選
び
方
も
早
期
に
決
め
、

支
部
の
事
業
進
捗
の
流
れ
は
ス

ム
ー
ズ
で
す
。
京
都
府
支
部
は

イ
ベ
ン
ト
時
の
講
師
の
選
び
方

に
独
自
性
が
あ
り
、
そ
れ
が
オ

ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
時
の
参
加
者

増
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
支
部
は
そ
れ
ぞ
れ
の

部
会
で
思
い
切
っ
た
活
動
が
予

測
さ
れ
ま
す
。
災
害
、
空
き
家

対
策
、
省
エ
ネ
住
宅
。
テ
ー
マ

に
事
欠
き
ま
せ
ん
。

　

好
奇
心
自
覚
の
場
、
出
席
意

欲
へ
の
刺
激
、
自
社
へ
お
土
産

は
い
っ
ぱ
い
、
支
部
の
集
会
は

発
展
途
上
で
す
。

■自治
会
・
町
内
会
の
拡
充

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
本

　

日
管
協
京
都
府
支
部
は
京

都
市
と
締
結
し
て
い
る
「
京

都
市
に
お
け
る
自
治
会
・
町

内
会
の
加
入
促
進
に
関
す
る

協
定
」
を
基
に
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
性
へ
有
効
な
情

報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

京
都
市
は
特
に
町
内
会
組
織

が
充
実
し
て
お
り
、
さ
ら
に

拡
充
す
る
こ
と
で
新
し
い
時

代
の
町
内
会
実
現
を
目
指
す

も
の
で
す
。
京
都
府
支
部
も

協
力
中
で
す
。

市
民
の
住
志
向
に
反
応

● 
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
運
営

２
０
２
５
年

京
都
府
支
部　
役
員
と
幹
事

　

京
都
府
支
部
は
今
年
度
も
次

の
メ
ン
バ
ー
を
主
に
支
部
活
動

を
続
け
ま
す
。
前
年
度
と
大
き

な
異
動
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が

任
務
に
当
た
り
ま
す
。
若
干
の

異
動
・
変
化
に
つ
い
て
は
９
月

号
で
掲
載
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

支
部
長　

安
田
栄
慈
。
筆
頭
副

支
部
長　

若
林
基
道
（
支
部
長

補
佐
）。
副
支
部
長　

石
本
浩

治
（
行
政
連
携
・
他
団
体
推
進

部
会
担
当
）。
副
支
部
長　

井

上
大
介
（
広
報
・
会
員
拡
大
部

会
担
当
）
副
支
部
長　

松
岡
英

樹
（
企
画
・
研
修
部
会
担
当
）。

事
務
局
長　

久
保
勝
哉
。
副
事

務
局
長　

杉
村
元
嗣　

上
野
浩

之　

井
上
淳
志
。
会
計　

櫻
井

啓
孝
。
企
画
・
研
修
部
会　

部

会
長　

松
岡
英
樹
。
副
部
会
長

　

奥
野
雅
裕　

小
川
雅
敬　

前

田　

尚　

土
井
ま
な
ぶ
。
広
報

・
会
員
拡
大
推
進
部
会　

部
会

長　

田
中
健
敏
。
副
部
会
長　

中
村
康
行　

清
水
剛
弘　

石
川

　

武　

前
田　

尚
（
企
画
・
研

修
部
会
兼
任
）。
行
政
連
携
・
他

団
体
推
進
部
会　

部
会
長　

藤

田
幹
人
。
副
部
会
長　

橋
本
浩

和　

青
山
秀
樹
。
空
き
家
等
対

策
推
進
委
員
会　

委
員
長　

藤

田
幹
人
。
管
理
業
務
支
援
部
会

　

部
会
長　

金
子
雅
俊
。
副
部

会
長　

柴
田
英
生　

藤
原
一
典

　

富
沢
雅
史
。
相
談
役　

長
田

　

修　

吉
田
光
一　

櫻
井
啓
孝
。

川、山、自然と共生の街、京都美しい京都の街（京都駅の近く）

久保勝哉事務局長

副支部長の若林基道氏

活性する研修会 松岡氏がリード
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兵
庫
県
は
県
内
各
地
の
県
営

住
宅
団
地
の
空
き
室
を
、
民
間

事
業
者
の
資
金
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
て
子
育
て
世
帯
向
け
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
う
え
で
民

間
事
業
者
が
賃
貸
す
る
「
県
営

住
宅
子
育
て
世
帯
向
け
サ
ブ
リ

ー
ス
事
業
」
を
展
開
し
て
い
ま

す
が
、
神
戸
・
明
石
市
内
６
団

地
計
14
戸
に
つ
い
て
事
業
者
を

決
定
、
公
表
し
ま
し
た
。

　

実
際
の
子
育
て
世
帯
の
意
見

を
反
映
し
な
が
ら
間
取
り
・
設

備
の
変
更
・
更
新
な
ど
子
育
て

世
帯
向
け
に
空
き
住
戸
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
供
給
、
子
育
て
支

援
と
老
朽
団
地
の
再
生
・
活
性

化
に
結
び
付
け
ま
す
。
１
月
に

事
業
者
を
公
募
、
日
本
賃
貸
住

宅
管
理
協
会
兵
庫
県
支
部
の
ハ

ウ
ス
プ
ロ
メ
イ
ン
な
ど
３
社
に

決
定
し
ま
し
た
。

日
管
協
設
立
30
年

記
念
寄
付
金
募
集

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
は

４
月
１
日
に
設
立
30
周
年
を
迎

え
た
の
を
機
に
今
年
度
、
管
理

会
社
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
市
民

ま
で
日
管
協
の
活
動
に
賛
同
し

応
援
し
た
い
方
々
か
ら
の
「
記

念
寄
附
」
を
幅
広
く
募
っ
て
い

ま
す
。
１
９
９
５
年
に
当
時
の

全
国
賃
貸
管
理
業
協
会
（
全
管

協
）
と
賃
貸
住
宅
管
理
業
協
会

（
住
管
協
）
を
統
合
し
設
立
、

以
来
、
賃
貸
住
宅
の
専
門
的
な

業
務
の
確
立
や
、
貸
住
宅
市
場

の
整
備
・
発
展
に
向
け
て
努
め

て
き
て
お
り
、
国
の
住
生
活
基

本
方
針
に
も
あ
る
賃
貸
住
宅
市

場
整
備
へ
様
々
な
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

設
立
当
初
３
５
４
社
だ
っ
た

会
員
も
現
在
は
２
６
０
０
社
を

超
え
、
活
動
基
盤
の
整
備
・
強

化
も
着
実
に
進
展
。
長
年
目
指

し
て
い
た
「
賃
貸
住
宅
管
理
業

の
法
制
化
」
と
「
賃
貸
不
動
産

経
営
管
理
士
の
国
家
資
格
化
」

の
達
成
を
足
掛
か
り
に
、「
新

し
い
賃
貸
住
宅
管
理
業
」
の
領

域
拡
大
と
進
化
・
発
展
を
け
ん

引
す
る
業
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

募
集
寄
附
金
額
は
一
口
１
万

円
。
特
定
公
益
増
進
法
人
へ
の

寄
附
に
適
用
さ
れ
る
所
得
控
除

（
個
人
）
を
利
用
で
き
ま
す
。

寄
附
口
座
は
、
み
ず
ほ
銀
行
九

段
支
店
（
店
番
５
３
２
）
普
通

１
３
７
４
７
３
７
。
日
管
協
寄

附
金
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事

項
を
入
力
の
う
え
、
寄
附
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
（
振
込
手
数

料
負
担
あ
り
）。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
公
益
財
団

法
人
日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会

総
務
課　

〒
１
０
０
―
０
０
０

５
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
１

―
７
―
12
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
18

階
。［
メ
ー
ル
］soum

u@
jpm

.jp

☎
０
３
―
６
２
６
５
―

１
５
５
５
。
日
管
協
設
立
30
周

年
記
念
寄
附
金
申
込
フ
ォ
ー
ム

は
、https://w

w
w

.jpm
.jp/

w
ebform

/30th_donation/
index.php

　
「
グ
ラ
ン
メ
ー
ル

田
中
町
」
は
１
Ｌ
Ｄ

Ｋ
（
45
・
01
㎡
）
総

47
戸
、
Ｊ
Ｒ
和
歌
山

駅
か
ら
徒
歩
６
分
の

駅
近
立
地
（
和
歌
山

市
田
中
町
５
丁
目
５

―
10
）
の
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
（
Ｒ
Ｃ
）

造
８
階
建
て
、
単
身

者
や
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
向

け
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン

で
す
。
開
口
部
に
Ｌ

ｏ
ｗ
―
Ｅ
ペ
ア
ガ
ラ
ス
を
採

用
、
Ｒ
Ｃ
造
躯
体
と
と
も
に
高

断
熱
・
省
エ
ネ
性
を
具
体
化

し
、
広
め
の
ゆ
と
り
あ
る
居
室

空
間
と
合
わ
せ
て
快
適
な
居
住

環
境
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

最
新
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
設
備
を
積
極

導
入
。
入
居
者
は
ス
マ
ホ
ア
プ

リ
か
ら
自
宅
の
エ
ア
コ
ン
や
照

明
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
家
電
を
遠

隔
管
理
操
作
で
き
る
ス
マ
ー
ト

ラ
イ
フ
に
対
応
し
た
の
が
最
大

の
特
徴
で
す
。

　

同
社
の
久
保
良
平
賃
貸
部
長

は
Ｉ
ｏ
Ｔ
設
備
の
投
入
に
つ
い

て
、「
外
出
中
に
遠
隔
操
作
で

き
、
よ
り
快
適
で
効
率
的
な
生

活
環
境
を
求
め
る
若
年
層
や
共

働
き
世
帯
に
人
気
が
あ
り
ニ
ー

ズ
に
合
致
し
ま
す
。
入
居
者
利

便
の
引
き
上
げ
で
他
の
物
件
と

の
差
別
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ま
し
た
」
と
狙
い
を

明
か
し
て
い
ま
す
。

　
「
グ
ラ
ン
メ
ー
ル
田
中
町
」

で
は
さ
ら
に
、
無
料
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
通
信
環
境
の
標

準
化
や
、
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
・
カ

ラ
ー
モ
ニ
タ
ー
付
き
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
、
エ
レ
ベ
ー
タ
内
カ
メ
ラ

な
ど
で
防
犯
性
も
ア
ッ
プ
さ
せ

た
ほ
か
、
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン

・
照
明
器
具
・
エ
ア
コ
ン
・
温

水
洗
浄
便
座
・
室
内
物
干
し
を

完
備
し
便
利
な
生
活
へ
の
工
夫

も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
宅
配

ロ
ッ
カ
ー
の
配
備
や
24
時
間
ゴ

ミ
出
し
可
能
な
「
ゴ
ミ
ス
ト
ッ

カ
ー
」、
Ｅ
Ｖ
充
電
ス
タ
ン
ド

付
き
駐
車
場
も
備
え
て
お
り
、

「
快
適
で
安
心
で
き
る
住
生
活

に
、
環
境
へ
の
配
慮
と
利
便
性

を
兼
ね
備
え
た
物
件
」
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

月
額
家
賃
は
７
万
４
０
０
０

～
８
万
７
０
０
０
円
。「
和
歌

山
駅
周
辺
の
単
身
者
・
Ｄ
Ｉ
Ｎ

Ｋ
Ｓ
向
け
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
相
場
と

比
較
す
る
と
や
や
高
め
の
設

定
」
だ
と
い
い
ま
す
が
、
①
Ｉ

ｏ
Ｔ
設
備
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

無
料
な
ど
最
新
技
術
を
活
用
し

た
利
便
性
の
高
い
環
境
②
24
時

間
ゴ
ミ
出
し
・
Ｅ
Ｖ
充
電
ス
タ

ン
ド
な
ど
従
来
型
物
件
に
な
い

付
加
価
値
③
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
の
充
実
に
よ
る
安
全
な
暮
ら

し
―
―
を
実
現
し
た
こ
と
か

ら
、「
賃
料
に
見
合
う
ハ
イ
グ

レ
ー
ド
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
。
入

居
希
望
者
も
十
分
納
得
で
き
る

水
準
」
だ
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ

て
い
ま
す
。

　
「
グ
ラ
ン
メ
ー
ル
」
は
同
社

賃
貸
物
件
ブ
ラ
ン
ド
の
１
つ
で

今
回
の
「
田
中
町
」
も
同
社
所

有
物
件
と
し
て
、
地
主
の
土
地

活
用
ニ
ー
ズ
掘
り
起
こ
し
へ
の

モ
デ
ル
と
な
り
ま
す
。「
和
歌

山
市
内
を
中
心
に
優
良
物
件
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
（
入
居
）
需

要
は
十
分
あ
る
。
入
居
者
の
満

足
度
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
る
た

め
に
も
今
回
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
に
よ

る
新
し
い
賃
貸
住
宅
の
提
案
を

行
う
」
の
が
狙
い
で
す
。

　

同
社
の
一
括
借
り
上
げ
シ
ス

テ
ム
と
あ
わ
せ
て
「
住
宅
地
内

で
は
木
造
戸
建
て
賃
貸
、
駅
近

で
は
Ｒ
Ｃ
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を

提
案
」、
賃
貸
事
業
を
強
化
し

和
歌
山
を
軸
に
展
開
拡
大
に
つ

な
げ
た
い
考
え
で
す
。

賃貸住宅管理業法
よくある質問、分かりやすく
国交省がＦＡＱ集

　国土交通省は「賃貸住宅管理業法
ＦＡＱ集」をまとめています。賃貸
住宅そのものや受託管理、サブリー
ス、登録申請など賃貸住宅管理全般
と業法に関する用語や疑問とその回
答を網羅しています。ＰＤＦ形式で
閲覧・ダウンロード可能。24年10月
８日版です。チャットで一発回答す
る「ポータルサイト」とともに重宝
すること請け合いです。ＦＡＱ集は
国交省 https://www.mlit.go.jp/
tochi_fudousan_kensetsugyo/
const/content/001417127.pdf

日管協｢預り金保証制度｣
資産保全へ国が推奨！

　国交省は最新の上記｢ＦＡＱ集｣
で、管理会社の倒産など不測の事
態をカバーする日管協の「預り金
保証制度」に加入することは「賃
貸住宅管理業者として望ましい」
と明示。オーナー資産の保全へ同
制度を国が推奨しました。

新たな仕掛け
誌上ベンチマーク

＝ 　 ＝ 　 ＝ 　 ＝

IoT賃貸提案

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
和
歌
山
県
支
部
の
不
動
産
総
合
大
手
、

ア
ズ
マ
ハ
ウ
ス
は
和
歌
山
市
内
で
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
先
進

利
便
追
求
型
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
「
グ
ラ
ン
メ
ー
ル
田
中

町
」
を
建
設
、
３
月
の
完
成
に
あ
わ
せ
て
入
居
募
集
を
開
始
、
４
月

に
オ
ー
ナ
ー
向
け
内
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
最
新
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
設
備

の
導
入
で
入
居
者
利
便
を
大
き
く
引
き
上
げ
る
一
方
、
高
断
熱
・
高

省
エ
ネ
性
な
ど
の
快
適
性
も
高
め
た
モ
デ
ル
と
し
て
差
別
化
を
徹

底
。
単
身
者
層
や
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
（
共
働
き
夫
婦
）
層
の
ニ
ー
ズ
を
吸

収
し
、
高
稼
働
が
期
待
で
き
る
付
加
価
値
の
高
い
ス
マ
ー
ト
マ
ン
シ

ョ
ン
と
し
て
仕
上
げ
ま
し
た
。

県
営
住
宅
、民
間
リ
ノ
ベ・
賃
貸

ハ
ウ
ス
プ
ロ
メ
イ
ン
ら
３
社
が
計
14
戸
兵庫県

最
新
Ｉ
ｏ
Ｔ
軸
に
賃
貸
差
別
化

強
気
家
賃
に
も｢
勝
算
十
分
ア
リ｣

アズマハウス

｢

ス
マ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン｣

事
業
化
提
案

エントランス（上）と全景
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AfterAfterAfterAfter BeforeBeforeBeforeBefore

短工期短工期

解体しないので解体しないので

低価格低価格

部分補修が可能なので部分補修が可能なので

7,000室7,000室

年間施工実績年間施工実績

サイズフリーサイズフリー

極小・変形浴室対応極小・変形浴室対応

https://bsd.ecobath.com/バスシステムデザイン 検索

● 大阪本社　　〒556-0022   大阪市浪速区桜川3-2-14 BSDビル     TEL：06-4392-8626

● 関東支店　　〒144-0031   東京都大田区東蒲田1-1-21  2F　　   TEL：03-6459-6526

● 埼玉営業所　〒351-0114   埼玉県和光市本町21-8　　      　　   TEL：048-423-9674

● 名古屋営業所　〒461-0002   愛知県名古屋市東区代官町17-31       TEL：052-982-8626 

● 京都営業所　〒601-8433   京都市南区西九条東柳ノ内町43  2F　TEL：075-661-8626

浴室
管理会社様必見！

改修費用大幅カット
！

空室期間を短縮！
リフォーム

写真見積
現地調査 無料

 info@ecobath.com

施工実績
更新中 ！

Instagram



　

―
―
日
管
協
「
預
り
金
保
証

制
度
」
に
つ
い
て
国
交
省
は
、

賃
貸
住
宅
管
理
業
法
Ｆ
Ａ
Ｑ
集

の
昨
年
10
月
改
訂
版
で
、
同
制

度
へ
の
加
入
に
よ
る
保
全
措
置

を
講
じ
る
べ
き
と
し
ま
し
た
。

　
「
Ｆ
Ａ
Ｑ
集
の
『
３
、
事
業

関
連
（
受
託
管
理
）
⑶
賃
貸
住

宅
管
理
業
者
の
義
務
』
欄
８
項

目
で
『
オ
ー
ナ
ー
に
引
き
渡
す

べ
き
金
銭
を
保
証
弁
済
す
る
公

益
財
団
法
人
日
本
賃
貸
住
宅
管

理
協
会
の
預
り
金
保
証
制
度
に

加
入
す
る
こ
と
や
、
信
託
口
座

を
活
用
し
た
分
別
管
理
を
す
る

こ
と
な
ど
で
、
自
主
的
に
保
全

措
置
を
講
じ
る
こ
と
は
、
賃
貸

住
宅
管
理
業
者
と
し
て
望
ま
し

い
』
と
し
て
い
ま
す
」

　

―
―
預
り
金
保
証
制
度
の
意

義
が
明
示
さ
れ
た
。

　
「
家
賃
や
敷
金
な
ど
オ
ー
ナ

ー
に
代
わ
っ
て
管
理
会
社
が
実

務
上
集
金
し
た
『
預
り
金
』
は

オ
ー
ナ
ー
様
の
大
切
な
資
産
。

当
然
分
別
管
理
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
自

社
経
理
と
の
線
引
き
を
曖
昧
に

し
て
１
つ
の
〝
財
布
〟
に
入
れ

て
流
用
し
た
り
、
最
悪
そ
の
ま

ま
倒
産
し
た
り
す
る
例
が
出
る

お
そ
れ
が
あ
る
わ
け
で
す
。
実

際
散
見
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
で

は
健
全
な
賃
貸
経
営
は
で
き
な

い
し
、
オ
ー
ナ
ー
も
安
心
し
て

管
理
を
任
せ
ら
れ
な
い
」

　

―
―
そ
う
し
た
事
態
に
対
応

し
、
か
つ
未
然
に
防
ぐ
。

　
「
そ
う
で
す
。
預
り
金
保
証

制
度
は
万
一
の
際
に
日
管
協
が

一
定
額
を
限
度
に
保
証
・
弁
済

す
る
管
理
業
界
唯
一
の
資
産
保

全
措
置
で
す
。
①
健
全
経
営
を

行
っ
て
い
る
②
過
去
３
年
間
の

営
業
経
歴
で
宅
建
業
法
違
反
等

の
処
分
を
受
け
て
い
な
い
③
当

制
度
で
の
保
証
事
故
歴
が
な
い

④
手
形
の
不
渡
り
や
銀
行
取
引

停
止
処
分
、
倒
産
歴
が
な
い
⑤

新
規
申
し
込
み
の
場
合
は
提
出

す
る
決
算
書
類
が
３
期
連
続
債

務
超
過
で
な
い
⑥
日
管
協
会
員

の
場
合
は
協
会
会
費
を
滞
納
し

て
い
な
い
―
―
な
ど
が
加
入
資

格
で
す
」

　
「
預
り
金
保
証
契
約
申
込
書

と
と
も
に
、
業
績
審
査
の
た
め

の
直
近
３
年
分
の
決
算
書
類
等

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
公
認
会

計
士
や
弁
護
士
、
大
学
教
授
ら

専
門
家
で
構
成
す
る
第
３
者
委

員
会
『
保
証
制
度
審
査
会
』
が

健
全
な
経
営
状
態
か
ど
う
か
を

客
観
的
か
つ
公
正
・
厳
正
に
審

査
、
通
過
す
れ
ば
加
入
と
な
り

ま
す
。
審
査
通
過
後
は
協
会
の

定
め
る
方
法
に
よ
り
会
社
情
報

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
入
力
・

開
示
（
既
加
入
会
社
は
開
示
情

報
を
更
新
）
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
し
、
単
年
更
新
で
そ
の
都

度
審
査
会
が
加
入
会
社
の
経
営

を
審
査
し
ま
す
」

　

―
―
審
査
会
は
会
計
資
料
な

ど
に
基
づ
い
て
第
３
者
の
立
場

か
ら
経
営
状
態
を
厳
格
に
チ
ェ

ッ
ク
す
る
た
め
審
査
ク
リ
ア
だ

け
で
も
『
経
営
が
安
定
し
健
全

な
管
理
会
社
で
あ
る
』
と
の
信

用
格
付
け
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
「
こ
の
信
用
格
付
け
を
得
て

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
点
が
、
制
度

の
非
常
に
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
オ
ー
ナ
ー
の
安
心
を
含
め

た
社
会
的
信
用
を
不
動
の
も
の

と
し
差
別
化
に
結
び
付
く
」

　
「
さ
ら
に
昨
年
、
制
度
加
入

年
月
に
応
じ
て
保
証
弁
済
限
度

額
を
最
大
５
０
０
０
万
円
に
引

き
上
げ
る
制
度
改
正
も
行
い
ま

し
た
。
限
度
額
１
０
０
０
万
円

を
基
本
に
、
11
～
20
年
加
入
が

３
０
０
０
万
円
、
21
年
以
上
加

入
が
５
０
０
０
万
円
。
毎
年
審

査
を
通
過
し
た
優
良
健
全
会
社

で
す
の
で
限
度
額
ア
ッ
プ
は
長

期
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
付
与
と
し

て
当
然
の
措
置
で
す
」

　

―
―
費
用
負
担
は
？

　
「
初
回
加
入
時
に
必
要
な
預

託
金
と
毎
年
の
保
証
料
か
ら
な

り
、
一
般
（
日
管
協
非
会
員
）

は
そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
万
円
、
12

万
円
で
す
が
、
日
管
協
会
員
な

ら
５
万
円
、
６
万
円
。
入
会
・

更
新
時
に
も
主
に
決
算
書
類
を

用
意
す
れ
ば
よ
く
費
用
・
事
務

手
続
き
と
も
に
大
き
な
負
担
で

は
な
い
。
公
正
な
格
付
け
で
高

い
信
用
が
得
ら
れ
る
点
か
ら
も

入
会
し
制
度
を
利
用
し
な
い
手

は
な
い
と
思
い
ま
す
」

　
「
た
だ
、
日
管
協
正
会
員
１

９
３
８
社
（
全
国
、
３
月
15
日

現
在
）
の
う
ち
制
度
利
用
は
６

７
８
社
で
、
全
正
会
員
数
の
約

35
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

23
年
の
賃
貸
住
宅
管
理
業
法
施

行
を
機
に
制
度
加
入
社
が
増
加

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
伸
び

悩
ん
で
い
ま
す
」

　

―
―
要
因
は
？

　
「
肝
心
の
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
の

（
制
度
に
対
す
る
）
認
知
が
な

い
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
ま
す
。
オ
ー
ナ
ー
さ

ん
の
認
知
度
が
低
い
。
同
じ
管

理
業
者
と
し
て
加
入
を
案
内
し

て
い
ま
す
が
、
や
は
り
限
界
が

あ
り
ま
す
。
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
い
、
オ
ー
ナ
ー
さ

ん
か
ら
『
預
り
金
保
証
制
度
に

加
入
し
て
い
な
い
の
か
？
』
と

問
わ
れ
て
危
機
感
が
生
ま
れ

る
。
制
度
へ
の
入
会
促
進
の
方

策
は
オ
ー
ナ
ー
認
知
度
を
い
か

に
高
め
る
か
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
部
も
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

動
画
な
ど
で
の
情
報
発
信
に
取

り
組
み
始
め
ま
し
た
が
、
さ
ら

に
拡
充
し
て
も
ら
い
た
い
と
こ

ろ
で
す
」

　

賃
貸
住
宅
管
理
会
社
に
倒
産
な
ど
万
一
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
家
賃
な
ど
オ
ー
ナ
ー
か
ら
の

「
預
り
金
」
を
日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
が
一
定
額
保
証
弁
済
す
る
唯
一
の
賃
貸
住
宅
管
理
会
社
向

け
金
融
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
「
日
管
協
預
り
金
保
証
制
度
」。
国
土
交
通
省
が
賃
貸
住
宅
管
理
業
法

Ｆ
Ａ
Ｑ
集
24
年
10
月
８
日
時
点
版
で
、
同
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
明
示
す
る
な
ど
、

オ
ー
ナ
ー
資
産
保
全
の
た
め
の
管
理
業
界
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
重
み
が
一
気
に
増
し
て
い
ま
す
。
日

管
協
本
部
理
事
で
預
り
金
保
証
制
度
運
営
委
員
会
の
山
口
俊
和
滋
賀
県
支
部
長
に
同
制
度
加
入
と
制

度
活
用
の
意
義
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

日管協近畿・各支部等スケジュール

２・７ 本部｢外国人入居受入れサポート
オンラインセミナー（Ｗｅｂ）

16 ｢空き家なんでも相談会｣（和歌山）
27 近畿Ｂ幹事会（滋賀）

３・７ 支部定例会（奈良）
11 幹事会（兵庫）
26 和歌山県居住支援協議会総会

４・１ 令和７年度入会促進キャンペーンス
タート（①入会金減額キャンペーン
～12・31、②預り金保証制度セット
入会キャンペーン～26・３・31③カ
ムバックキャンペーン～26・３・31）

１ 相続支援コンサルタント受講セッ
ト入会キャンペーン～９・30

１ 管理登録事業者応援キャンペーン
～26・３・31

１ 日管協創立30周年記念寄附金募
集～９・30

４・10 支部幹事会･定例会（滋賀）
22 ＩＴシェア協議会
23 全国支部長会議（本部）
24 運営協議会（本部）

５・１ ｢日管きんき｣発行
９ 近畿Ｂ幹事会（大阪）
13 支部幹事会･総会･第１回研修会（兵庫）
22 執行役員会（本部）
23 支部総会（和歌山）
● 支部研修会（京都）

６・３ 近畿Ｂ･大阪支部合同総会（大阪）
10 会員総会･運営協議会（本部）

※�京都府支部は第２日曜日・第４木曜日に「す
まいの相談・ちんたい住宅相談」。

※●は未定を含む。

オ
ー
ナ
ー
の
認
知
急
務

第
三
者
審
査
で
信
用
力
向
上

国
交
省
が
明
示｢

日
管
協
預
り
金
保
証｣

預
り
金
保
証
制
度
運
営

委
員
長
・
滋
賀
県
支
部
長 

山
口 
俊
和
さ
ん

業界唯一の 業界唯一の 
資産安全網資産安全網

重み増す重み増す

申込書・必要書類の送付
申込専用ＷＥＢフォームから申込情報を入

力し、①預り金保証契約申込書②決算書等

(直近３年分)の必要書類を送信

加入預託金・保証料振込
加入預託金（会員５万円、一般200万円）

は初回加入時だけで更新時は不要。保証

料(会員６万円、一般12万円)は年間

第３者機関による審査
審 査

未通過

審審 査査

通通 過過

日管協預り金保証

制度加入会社
((加加入入・・保保証証制制度度開開始始))

保保証証料料ななどどはは

返返金金

※１年単位で会社情報を入力・更新。

日管協「預り金保証制度」入会の流れ
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 〒540-0008 
 大阪市中央区大手前1-6-8  光養ビル9F 

ＴＥＬ 06 - 6949 - 1740 
ＦＡＸ 06 - 6949 - 1741 

http://www.tamai-office.com/

● 大家さん賃貸経営出口戦略 

● 大家さん賃貸事業承継 

● 遺言・相続、借地・借家・古アパ

● 法人設立（株・合同・社福等） 

● 新規独立創業支援 

● 記帳・会計・経営コンサル 

● 宅建・建設・産廃・ 風俗・在留 
 

● 大家団体、業界団体での 

    セミナー、講演、講座企画 
  

 ・・・等、実戦実務広く対応 



〒541-0043 大阪市中央区高麗橋 3 丁目 2 番 7 号
高麗橋ビル 2F（（株）ＴＡＫＵＴＯ内）
TEL.06-4707-7877 FAX.06-4707-7889
E-mail：osaka-bo@jpm.jp

日管協 近畿ブロック 6 支部
事務局ご案内

日管協 近畿ブロック 6 支部
事務局ご案内

日管協 近畿ブロック 6 支部
事務局ご案内

大阪府支部　大阪メトロ淀屋橋駅下車歩 3 分

〒642-0002 和歌山県海南市日方 1272-93
（（株）ホームズ内）
TEL.073-482-3739 FAX.073-482-9777
E-mail：kogire@homes-homes.jp

和歌山県支部　JR 海南駅下車歩 10 分

〒651-0093 神戸市中央区二宮町 1 丁目 2 番 3 号
マスダビル 5F（（株）ハウスプロメイン内）
TEL.078-222-0837 FAX.078-242-6656
E-mail：hyogo.jpm@gmail.com

兵庫県支部　JR、阪急、阪神三宮駅から歩 10 分

〒600-8492 京都市下京区月鉾町 62 番地
住友生命京都ビル 8 階（（株）グッドライフ内）
TEL.075-211-4774 FAX.075-254-1135
E-mail：kyoto@jpm.jp https://www.jpm-kyoto.jp

京都府支部　阪急 烏丸、河原町駅からすぐ

〒631-0816 奈良市西大寺本町 1 番 6 号
（（株）丸和不動産内）
TEL.0742-36-0001 FAX.0742-36-0055
E-mail：chintai@apaman.ne.jp

奈良県支部　近鉄大和西大寺駅からすぐ

〒520-2144 大津市大萱 1 丁目 4-15
LIC ビル別館 2F（（株）エルアイシー内）
TEL.077-544-4051 FAX.077-544-4425
E-mail：ueno@g-lic.co.jp

滋賀県支部　JR 瀬田駅下車歩 8 分

組織の歴史。主役たちの引退
築き上げてきた人への感謝
　今年、早春のある日。日管協の大阪府
支部、近畿ブロックを創生期からリード
してきた横江三郎氏（大阪府支部長、近
畿ブロック長など歴任）を主に共に力を
尽くしてきた大美威之氏などへの感謝を
表す小さな宴が開かれました。業界から
の引退を発表した横江氏らに感謝をと、
影山真由美大阪府支部長や松尾充秦副支
部長が中心になって企画。現役員も全員
揃って昔話、苦労話、大阪府支部の成長、
発展へ話が飛び交い楽しい一刻を経験。
組織が成長するのに人の存在があり、そ

の人の引退が現実となった時「ようやってくれ
はった」と関西弁でつくづく思わせる存在。そ
れが横井氏や大美氏です。

　日管協は平成 13 年
3 月 21 日、国から正
式に財団法人として
認可され、その歴史
を歩んできました。
この間、多くの人材
も輩出。関西では横
江氏がリードして組
織の確立と会員増
を。熱い思いに反応
して当時の役員も団
結、今に至っていま
す。思えば組織拡大
へはそこにいた人の
強い思いがあったか
らです。影山現支部
長がしっかり考えを

引き継いで新・大阪府支部を主導しています。
　小さな心温まる会。日管協組織の健全発展が
伺えました。なお、大阪府支部発足当初からの
広報の担当者にも感謝状が贈られました。

　毎年、恒例の総会の季節。この紙面発行の 5 月
〜 6 月にかけて各地で総会が開かれ、新役員など人
事への期待でそれなりに注目されます。なんといって
も中心は 6 月10 日（木）の本部会員総会。今年も東
京・明治記念館（東京都港区）で。近畿ブロックか
らも大勢の会員が参加予定です。
　毎年出席している人に聞くと、当日の役員挨拶や
講演よりも全国から参加した会社トップとの再会や初
の名刺交換など〝人を知る〟機会として総会は貴重
だと話していました。思い掛けぬビジネスチャンスに

恵まれるきっかけにもなると
聞きました。スマホ経由でな
く、本人と直接の会話は貴
重でしょう。専門紙などの媒
体から絶えず伝えられる有名
な東京の経営者、北澤艶子

氏などをはじめ直接会って話してみたい人にも会える
機会です。話上手、全国行脚でいつも情報満タン、
貴重な体験で得た面白い話が期待できる塩見紀昭日
管協会長の話にも期待です。

今年の「日管協フォーラム」 
11月11日東京・明治記念館で開催
　全会員が集まって勉強する機会。日管協が主催す
る注目イベント「日管協フォーラム」。今年も全国から
勉強好きな会員が全員集合です。会場は明治記念
館。JR 中央・総武線の信濃町駅からだらだら坂を下
った会場への道では「しっかり学びます」と気分は
高揚。自分が知りたいテーマを選んで受講。その間
レストランや庭で全国から参加した人達との交流
も。会場には資料もたくさんあり、それらを集めてバ
ッグへ。長い勉強の 1 日は終わります。時代を反映
する今回のプログラムに期待です。

3千社目指して 近畿ブロックの入会促進
　6 月の会員総会が過ぎるとすぐに令和 7 年度の重
点テーマに沿った事業が具体的に進捗へ。時を超え
て持続するのは「会員拡大」です。「時代に沿った管
理業の継続には行政と信頼関係が築かれ、多様な
管理ビジネスを実感できる日管協会員に」と本部作
成のチラシを示しながら入会活動が展開されていま
す。京都府支部は「研修会に自由に参加、勉強して

いって下さい」と一般にも開放
しています。市民へ日常の日
管協活動を自由に見て、会員
増へつながれば…の考えで
す。〝開かれた日管協の活動〟
少しずつ効果も出てきました。
　会員 3000 社へ向けての日管
協会員活動。本部も支部も実現
へ変わらぬ重点テーマです。近
畿ブロックの大小の会議でも幹
部が口にするのは「会員拡大」。
全会員数 3000 社到達へ努力
全開です。

編集後記編集後記  ��
　新生活がスタートする春。新居に越して気分一
新、まっさらな住居に ｢満足満足｣ です。が、奴
らはやってくる。厳重な警戒網も容易く突破、誰
もが嫌う“頭文字Ｇ”ゴキブリです。現代人のも
はや天敵ともいえる存在になったＧは、まんざら
でもない気分も一瞬で破壊する。▼捨てる神あれ
ば拾う神あり。その神出鬼没さを逆手にとって災
害現場投入を目指す最先端研究が進んでいます。
広大大学院などの ｢サイボーグＧ｣ 研究。小型コ
ンピュータを背負わせＧを操り被災者発見、ああ
神様。老朽インフラ点検でも活躍できる。すごい
研究。あのＧが救世主になる日が近づいています。

●それぞれの「総会」
●人、考えを知る絶好の機会

各支部　個性的演出で
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それぞれの総会（京都府支部）

活動する近畿ブロック

京都府支部研修会

感謝状を贈られる横江三郎氏

松尾副支部長から大美威之氏へ
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関⻄⽀部

総括契約
（家財保険）少額短期保険

賃貸住宅
修繕共済

•入居者への価値提供
•新事業・新商品の開発
•会員企業の発展
•地域社会の貢献

•家財保険
•修理費用保険
•借家人賠償責任保険
•個人賠償責任保険

•保険契約者～管理会社
•被保険者～入居者

•掛金～全額経費計上可能
•国土交通大臣認可取得

安⼼保険プラス
Ⅲスーパー

入居者・オーナー様・不動産仲介・管理
会社様に推進する有益な各種サービス

会員企業数2,000社
総店舗数3,500店舗

不動産管理会社が保険
契約者となる契約方式
の家財保険

賃貸住宅の大規模修繕
工事費用の積立制度

全管協れいわ損
害保険株式会社

全国賃貸住宅
修繕住宅共済
協同組合　

全管協少額短期
保険株式会社

お問い合わせは

z e n k a n _ k a n s a i @ r e n t a x . c o . j p

枠 W 2 4 5  H 8 7 ↓ 塗り足し

全管協 01 02 03
全国賃貸管理ビジネス協会
＋関連協力企業・団体


